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酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
の
歴
史
と
変
遷

　～
こ
れ
か
ら
の
酪
農
業
を
支
え
る
た
め
に
～

一
般
社
団
法
人
中
央
酪
農
会
議

〇
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
と
は

　
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
は
「
酪
農

を
通
し
て
食
や
し
ご
と
、
い
の
ち
の
学

び
を
支
援
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、「
認

証
」を
受
け
た
酪
農
家
な
ど
が
、
牧
場

や
学
校
な
ど
で
行
う
教
育
活
動
で
す
。

　「
消
費
者
か
ら
愛
さ
れ
る
酪
農
を
目

指
す
」
と
い
う
酪
農
家
の
思
い
と
、「
酪

農
（
牧
場
）
が
持
つ
教
育
力
や
癒
し
の

力
を
教
育
現
場
に
活
用
し
て
、
命
や
食

に
つ
い
て
学
ば
せ
た
い
」
と
い
う
教
育

関
係
者
の
思
い
が
合
致
し
、
1
9
9
8

年
7
月
、本
会
議
が
中
心
と
な
っ
て「
酪

農
教
育
フ
ァ
ー
ム
推
進
委
員
会
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
組
織
的
な
酪
農

教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
の
始
ま
り
で
す
。

　
そ
の
後
、
活
動
の
目
的
や
認
証
の
条

件
、
規
則
な
ど
を
定
め
た
「
酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
認
証
制
度
」
を
創
設
し
、「
教

育
を
行
う
の
に
適
切
な
牧
場
」
と
し
て

第
一
期
の
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
認
証
牧

場
1
1
6
牧
場
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
認
証
を
受
け
て
活
動
を
行
う「
場（
牧

を
活
用
し
た
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活

動
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
1
つ
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
２
０
２
１
年
2
月
、
埼
玉
県
・
吉
田

牧
場
の
吉
田
恭や

す

寛ひ
ろ

さ
ん
と
、
東
京
都
墨

田
区
立
第
三
寺
島
小
学
校
（
福
井
み
ど

り
校
長
）
の
3
年
生
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
吉
田
さ
ん
は
Z
O
O
M
に
つ
な
い
だ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
牧
場
内
を
映
し
な

が
ら
案
内
し
、
子
ど
も
た
ち
は
教
室
の

ス
ク
リ
ー
ン
の
映
像
を
見
な
が
ら
授
業

が
進
み
ま
す
。
先
生
が
間
に
入
っ
て
声

掛
け
を
し
な
が
ら
、
吉
田
さ
ん
と
子
ど

も
た
ち
が
や
り
と
り
し
ま
す
。
吉
田
さ

ん
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
わ
か

り
に
く
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
問
い
か
け
を
増
や
し
て
反
応

を
見
た
り
、
質
問
を
た
く
さ
ん
受
け
た

り
す
る
よ
う
に
し
た
そ
う
で
す
。
最
後

に
、
吉
田
さ
ん
か
ら
「
こ
の
中
に
男
の

子
の
牛
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
と
思

場
な
ど
）」
を
「
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
認

証
牧
場（
以
下「
認
証
牧
場
」と
い
う
）」、

認
証
を
受
け
て
活
動
を
行
う
「
人
」
を

「
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
（
以
下
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」

と
い
う
）」
と
い
い
ま
す
。
2
0
2
2

年
3
月
末
現
在
、
全
国
で
2
6
1
の
認

証
牧
場
と
5
4
0
人
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

〇
酪
農
家
と
教
室
を
つ
な
ぐ

�
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

　
認
証
牧
場
に
お
け
る
酪
農
体
験
者
数

は
、
2
0
1
9
年
度
は
全
国
で
約
30
万

人
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
発
生
し
た
2
0
2
0
年
度
に

は
約
6
万
人
と
激
減
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
で
は
こ

れ
ま
で
、
現
地
に
足
を
運
び
身
体
を
動

か
し
て
学
ぶ
「
体
験
学
習
」
を
重
視
し

て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
活
動
が
制
限
さ
れ
る

中
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て「
W
E
B

吉田牧場の吉田さん（中央画面内）と墨田区立第三
寺島小学校（福井みどり校長（左））をつないで

乳しぼりの様子を見つめる児童
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う
？
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
大
半
は

「
半
分
」
と
答
え
ま
し
た
。「
こ
の
中
に

男
の
子
の
牛
は
1
頭
も
い
ま
せ
ん
」
と

い
う
と
、
こ
の
日
一
番
の
驚
き
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
授
業
後
、
福
井
校
長
先
生
は
「
オ
ン

ラ
イ
ン
に
は
、
普
段
入
れ
な
い
場
所
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
、
見
せ
た
い
こ
と

を
焦
点
化
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
に
お
い
や
牛
の

温
か
さ
な
ど
は
本
物
か
ら
学
ぶ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
」、
吉
田
さ
ん
は
「
オ
ン
ラ

イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
子
ど
も

た
ち
や
仲
間
た
ち
と
ど
ん
ど
ん
つ
な

が
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

て
い
っ
て
し
ま
う
の
を
、
看
過
す
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が

酪
農
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
日

本
の
酪
農
の
未
来
を
支
え
る
こ
と
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム

活
動
は
、
酪
農
家
が
消
費
者
に
直
接
思

い
を
伝
え
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
そ

の
重
要
度
は
今
後
よ
り
一
層
増
す
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
得
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
」と

い
う
新
た
な
手
法
も
活
用
し
な
が
ら
、

〇
教
育
で
酪
農
の
未
来
を
支
え
る

　
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
は
、
子
ど

も
た
ち
や
消
費
者
に
と
っ
て
は
自
ら
の

学
び
の
場
、
酪
農
家
に
と
っ
て
は
酪
農

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、
非

常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
そ
の
も
の
が
制

限
さ
れ
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
離
れ

飼料のにおいを嗅ぐ児童

授業の最後、吉田さんに手を振る児童

児童がまとめたワークシートから
『命をいただくということ』

メモ　酪農家さんのお話を聞いて、気づいたことや初めて知ったことを書こう

・いろんな「モーモー」でかんじょうをつたえる
・耳のしるし　まいごにならない
・べろを出してきれいにえさを食べる
・びょうきで死ぬうしもいる
・牛は毎日牛乳をだす。休みなし
・牛乳をすてるのはざんねん

酪農教育ファームについて詳しくはこちら
https://www.dairy.co.jp/edf/index.html

体験の内容やお申し込みは、直接牧場へお
問い合わせください。

一般社団法人中央酪農会議　概要
1962年8月に設立された、日本における酪農分野の中央団体。
地方会員（９つの指定生乳生産者団体）と中央会員（６つの全国団体）
からの「会費」と、指定団体に生乳を出荷する酪農家からの「拠出金」
を基に運営。
日本酪農の安定と発展に貢献し、国民の健康の増進に寄与することを
目的に、
①酪農家が搾った「生乳」の需給安定化のための取り組み
②「生乳」の安全・安心に関する取り組み
③�日本酪農や国産牛乳乳製品の重要性を伝えて理解者・応援団を増や
す取り組み―などを行う。

本
会
議
に
お
い
て

も
引
き
続
き
、
酪

農
・
教
育
双
方
の

関
係
者
と
の
連
携

を
絶
や
さ
ず
に
、

酪
農
教
育
フ
ァ
ー

ム
活
動
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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う
？
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
大
半
は

「
半
分
」
と
答
え
ま
し
た
。「
こ
の
中
に

男
の
子
の
牛
は
1
頭
も
い
ま
せ
ん
」
と

い
う
と
、
こ
の
日
一
番
の
驚
き
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
授
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後
、
福
井
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長
先
生
は
「
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ン
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イ
ン
に
は
、
普
段
入
れ
な
い
場
所
を
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る
こ
と
が
で
き
る
、
見
せ
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い
こ
と

を
焦
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化
で
き
る
な
ど
の
メ
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ッ
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が
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一
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で
、
に
お
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や
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は
本
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学
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し
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あ
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オ
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ラ

イ
ン
の
メ
リ
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を
生
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し
、
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た
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や
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間
た
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と
ど
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ど
ん
つ
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が
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

て
い
っ
て
し
ま
う
の
を
、
看
過
す
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が

酪
農
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
日

本
の
酪
農
の
未
来
を
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る
こ
と
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
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酪
農
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フ
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活
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は
、
酪
農
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が
消
費
者
に
直
接
思

い
を
伝
え
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
そ

の
重
要
度
は
今
後
よ
り
一
層
増
す
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
得
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
」と

い
う
新
た
な
手
法
も
活
用
し
な
が
ら
、

〇
教
育
で
酪
農
の
未
来
を
支
え
る

　
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
は
、
子
ど

も
た
ち
や
消
費
者
に
と
っ
て
は
自
ら
の

学
び
の
場
、
酪
農
家
に
と
っ
て
は
酪
農

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、
非

常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
そ
の
も
の
が
制

限
さ
れ
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
離
れ

飼料のにおいを嗅ぐ児童

授業の最後、吉田さんに手を振る児童

児童がまとめたワークシートから
『命をいただくということ』

メモ　酪農家さんのお話を聞いて、気づいたことや初めて知ったことを書こう

・いろんな「モーモー」でかんじょうをつたえる
・耳のしるし　まいごにならない
・べろを出してきれいにえさを食べる
・びょうきで死ぬうしもいる
・牛は毎日牛乳をだす。休みなし
・牛乳をすてるのはざんねん

酪農教育ファームについて詳しくはこちら
https://www.dairy.co.jp/edf/index.html

体験の内容やお申し込みは、直接牧場へお
問い合わせください。

一般社団法人中央酪農会議　概要
1962年8月に設立された、日本における酪農分野の中央団体。
地方会員（９つの指定生乳生産者団体）と中央会員（６つの全国団体）
からの「会費」と、指定団体に生乳を出荷する酪農家からの「拠出金」
を基に運営。
日本酪農の安定と発展に貢献し、国民の健康の増進に寄与することを
目的に、
①酪農家が搾った「生乳」の需給安定化のための取り組み
②「生乳」の安全・安心に関する取り組み
③�日本酪農や国産牛乳乳製品の重要性を伝えて理解者・応援団を増や
す取り組み―などを行う。

本
会
議
に
お
い
て

も
引
き
続
き
、
酪

農
・
教
育
双
方
の

関
係
者
と
の
連
携

を
絶
や
さ
ず
に
、

酪
農
教
育
フ
ァ
ー

ム
活
動
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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よくあるお問い合わせと回答
～畜産編～

よくあるお問い合わせと回答
～畜産編～

よくあるお問い合わせと回答
～畜産編～

　alicでは、業務などに関するご意見・ご質問について、受付窓口を開設しています。
詳しくは、ホームページのお問い合わせをご覧ください。
　今回は、畜産に関連するよくあるご質問と回答について、ご紹介します。

よくあるご質問　ピックアップ！
Q．�畜産関係のレポート
を調べたい

A．�「畜産の情報」検索では、畜種やテーマ、掲載期間、国・地
域区分などを指定して、レポートを閲覧できます。

　このほかにも、alic のホームページでは、業務に関する情報やレポートなど、さまざ
まなコンテンツを掲載しております。ぜひ、ご確認ください。

ホームページ画像は、2022 年４月末にPCで閲覧した画面のため、閲覧いただく時期や端末により異なります。

ご案内

p04_ご案内.indd   4 2022/05/18   14:02

https://www.alic.go.jp/contact/index.html
https://www.alic.go.jp/livestock/index.php
https://www.alic.go.jp/
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alic と学ぶ！砂糖に関する動画を公開しました

　独立行政法人農畜産業振興機構（alic）では、動画コン

テンツを制作し YouTube により配信しています。

　今回ご紹介する動画は、「alic と学ぶ！知っていますか？

お砂糖の歴史」です。YouTube の alic channel で、ご

覧いただけます。

〇砂糖のルーツはどこでしょう？

〇日本に砂糖が伝わったのはいつでしょう？

〇昔、砂糖は○○として使われていた？

〇皇室行事に欠かせない「ボンボニエール」とは？

（デジタルブック版では動画を再生できます） ボンボニエールと金平糖

動画を見ると分かります！ぜひご覧ください。

YouTube の
alic channel のご登録も
ぜひお願いします。

ご存知ですか？

ご案内

p05_動画ご案内.indd   5 2022/05/20   14:07

https://www.youtube.com/channel/UCRF--V3AfWIg0VypmKBwKOQ
https://www.youtube.com/watch?v=SjSNMljvw6c
https://www.youtube.com/watch?v=SjSNMljvw6c
https://www.youtube.com/channel/UCRF--V3AfWIg0VypmKBwKOQ
https://www.alic.go.jp/koho/2206/
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「畜産の情報」 6月号（5/25発行）
【海外情報】から
タイトル：コロナ禍におけるメキシコの豚肉需給動向 
執 筆 者：調査情報部（現総務部総務課）　河村　侑紀
　安価で細かな技術力を持つ労働力や、疾病リスクの低い地理的特徴などの強みを生かして
成長し続けてきたメキシコの豚肉産業について取り上げました。同国は、コロナ禍で経済が
大きく混乱したものの、現在は力強い立ち直りを見せています。成長し続ける同国の豚肉市
場を紹介します。

「野菜情報」 6月号（5/25発行）
【調査・報告】から
タイトル：生食用ばれいしょ生産者の第三者継承による新規就農の取り組みについて 
　　　　　～北ひびき農協（士別市）生産者の事例～
執 筆 者：札幌事務所　石井　清栄
　生産者の高齢化や後継者不足によりばれいしょ栽培農家戸数が減少している中、北ひびき
農協（士別市）の中村光晶氏は、平成 ２３ 年から同地で第三者継承により新規就農しました。
令和元年度に北海道農業公社の新規就農優良農業経営者表彰で最優秀賞を受賞し、現在では
地域の指導者的役割を果たす同氏の取り組みなどについて報告します。

「砂糖類・でん粉情報」 5月号（5/10発行）
【話題】から
タイトル：“使い捨てから使い食べへ”食べられる食器の展開
執 筆 者：元株式会社丸繁製菓　特別研究員　村瀬　博重
　でん粉を原料とした器まで食べることができる食器の技術を応用し、「使い捨て」を「使
い食べ」に変革する新しい可食カップを開発しました。開発の経緯と活用事例についてご紹
介します。

ご紹介した記事のほか、需給情報などについては各誌 web サイトをご覧ください。

　alicでは、毎月、「畜産の情報」「野菜情報」「砂糖類・でん粉情報」を発行しています。
　情報誌では、需給動向の解説、海外の動向、国内の優良事例などをご紹介しています。
　今号は、最新の情報誌から、注目記事をご紹介します。

最新の情報誌から最新の情報誌から最新の情報誌から
ご案内
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皆
さ
ん
は
し
い
た
け
を
購
入
す
る

際
、
原
産
地
を
確
認
し
ま
す
か
？

　
し
い
た
け
は
、
ほ
だ
木
（
し
い
た
け

を
栽
培
す
る
と
き
に
種
菌
を
つ
け
る
原

木
）、
ま
た
は
、
菌
床
と
呼
ば
れ
る
種

菌
を
植
え
付
け
た
培
地
で
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
は
、
こ
の
し
い
た
け
の

「
畑
」
と
も
⾔
え
る
ほ
だ
木
や
菌
床
が

製
造
さ
れ
た
場
所
と
、
し
い
た
け
が
収

穫
し
た
場
所
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
菌
床
栽
培
の
場
合
、「
原

産
地
」
の
項
目
に
は
、
収
穫
さ
れ
た
場

所
か
ら
「
〇
〇
県
（
産
）」
と
表
示
さ

れ
て
い
て
も
、
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
た

菌
床
が
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
の

で
す
。
特
に
こ
こ
数
年
、
中
国
で
製
造

さ
れ
た
菌
床
を
使
用
し
て
日
本
国
内
で

栽
培
し
た
し
い
た
け
の
流
通
量
が
急
増

し
、「
国
産
」
と
し
て
安
価
に
出
回
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
で
「
純
国
産
し

い
た
け
」
を
栽
培
す
る
生
産
者
の
販
売

環
境
が
圧
迫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
全
国
食
用
き
の
こ
種
菌
協

会
は
２
０
１
７
年
か
ら
、
ほ
だ
木
や
菌

床
の
原
料
が
国
産
で
あ
る
こ
と
を
示
す

「
ど
ん
ぐ
り
マ
ー
ク
（
栽
培
原
料
原
産

地
商
標
）」
の
表
示
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
３
月
に
は
、

消
費
者
庁
の「
食
品
表
示
基
準
Ｑ
＆
Ａ
」

が
一
部
改
正
さ
れ
、
消
費
者
に
適
切
な

国
産
？
輸
入
？
し
い
た
け
の
ふ
る
さ
と
を
知
る

「
ど
ん
ぐ
り
マ
ー
ク
」

ま め
知 識

調
査
情
報
部

参考　産地紹介：福島県　ＪＡ全農福島～福島県における生しいたけ栽培～－月報 野菜情報 - 産地紹介 -2020 年 12 月

　
し
い
た
け
を
購
入
す
る
際
は
、
純
国

産
で
あ
る
「
原
産
地
〇
〇
県
（
産
）」

の
表
示
と
合
わ
せ
て
「
ど
ん
ぐ
り
マ
ー

ク
」
を
ぜ
ひ
確
認
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
月
刊
「
野
菜
情
報
」
で
は
、
純
国
産

に
こ
だ
わ
り
、
肉
厚
で
歯
ご
た
え
の
あ

る
風
味
豊
か
な
し
い
た
け
栽
培
に
取
り

組
む
産
地
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

どんぐりマーク
（全国食用きのこ種菌協会提供）

純国産しいたけは肉厚で香りも豊かです。

菌床しいたけ発生の様子

情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
原
木
ま
た
は

菌
床
に
種
菌
を
植
え
付
け
た
場
所
（
植

菌
地
）
を
原
産
地
と
し
て
表
示
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
（
経
過
措
置
期
間
は

同
年
９
月
末
ま
で
）。

　
し
い
た
け
の
産
地
で
は
、
商
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
ど
ん
ぐ
り
マ
ー
ク
を
取
り
入

れ
て
純
国
産
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
輸
入
菌

床
由
来
の
し
い
た
け
と
の
差
別
化
を
図

る
こ
と
で
販
売
力
強
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
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編集部から

次号は2022年7月5日発行です。
掲載予定
〇トップインタビュー「日本の農業を支える後継
者の育成～農業高校のいま・これから～」
〇REPORT「アメリカの砂糖菓子事情について」
〇ご案内「画像貸出について」

「よくあるお問い合わせと回答　～砂糖
編～」
「alic と学ぶ！砂糖に関する動画を公開し
ました」
「最新の情報誌から」

※タイトルなどを変更する可能性がありますので、ご了承ください。

　今号では、酪農・教育双方の関係者をつなぐ酪農教育
ファーム活動について、（一社）中央酪農会議にご寄稿い
ただきました。この活動は、子どもたちや消費者にとっ
て生産現場に触れる新鮮な学びの場であり、酪農家が消
費者に直接思いを伝える絶好の機会です。今後の酪農業
を支えていくため、オンラインも活用した継続的な取り
組みが期待されます。毎年６月は、【牛乳月間】です。こ
の機会に、当機構のホームページなどを通じて、牛乳や
酪農への理解を深めていただければ幸いです。
　ご案内でもご紹介しましたとおり、当機構ホームペー
ジでは、業務に関する情報やレポート、農畜産物の需給
や価格などに関する統計などさまざまなコンテンツを掲
載しています。ぜひご覧ください。

　ALICでは、畜産、野菜、砂糖・でん粉に関する情報に
ついて、希望する方々に直接電子メールで情報提供する
メールマガジンを発行しています。広報誌「alic」の発行
についてもお知らせしています。配信をご希望の方は、
こちらからぜひご登録ください！

ご感想ご意見をお待ちしています！
　今月の広報誌「alic」のご感想や今後取り上げてほしい
テーマなど、ぜひこちらからお聞かせください。

alic
から

alic 2021.7 08

原則毎月10日（砂糖類・でん粉）
と25日（畜産、野菜）の配信です。
詳細はこちらをご覧ください。

情報誌のメールマガジンに広告を掲載してみませんか？
セミナーのご案内など貴社のPRに是非ご活用ください！
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